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 0.　概要
標準中国語は二種類の文字体系で表記される。一つは「簡体中文」（Simplified Chinese）で、中華人民共和国及びシンガポールで用いられる。もう一つは「繁体中文」（Traditional Chinese）で、台湾、香港、マカオ及び大半の華僑によって用いられる。だが、一般的に誤った認識が存在する。それは、これら二つの文字体系の間に一貫した対応関係があり、相互間の変換に於ては、例えばGB2312-80からBig Fiveへと、単に一方の文字セットからもう片方の文字セットへ対応させれば済む、という誤解である。
これほど真実からかけ離れた誤解はないにも拘らず、多くのコード変換ツールは、この誤解の上に成り立っている。これら文字体系の間には、文字セット、符号化方式、表記法（使用文字）、語彙（使用語彙）、更には意味（語義）といった、様々なレベルに於て大きな相違点が存在する。
世界経済に於ける東アジアの重要性が高まる中、ローカライズや翻訳に携わる企業にとって、簡繁間変換を実現することは焦眉の急とされているが、そのためには次のような困難に取り組まなければならない。即ち（１）現行の変換ツールでは満足行く結果が得られない、（２）質の良い変換ツールを開発する知識が不足している、（３）高品質の辞書データが入手出来ない、そして（４）手作業による変換ではコストが高くなる、というものである。
1996年、日中韓辭典研究所（The CJK Dictionary Institute, Inc.）は、100％に近い精度を持つ変換プログラムを実現することを目標に、これらの問題を徹底的に調査研究し、包括的簡繁間データベース（現在簡体・繁体中文合わせて250万項目、拡張中）を構築するプロジェクトに着手した。
本論文では、これに関連する複雑な問題を説明し、ユニコードに基づくこの新技術を用いることで、中国語のローカライズ及び翻訳の作業に掛かる時間と経費が大幅に軽減可能となる旨を論じる。

 1.　序論
1.1　歴史的背景
漢字の字体は、過去数千年に亘り大きな変化を遂げてきた。多くの書体、異体字、印刷字体がこうした歳月を経て発展してきた。一部の十全で繁雑な字体は、「正字」の地位に昇格し、その一方で、数多くの紛らわしい異体字が、しばしば「俗字」の地位にまで格下げされた。
1949年に於ける中華人民共和国の建国直後、新政府は文字の大規模改革を実施すべく、精力的な活動に着手した。1950年代、毛沢東及び周恩来は、文字の簡略化こそが急務であると提唱し、これに先鞭を付けた。1952年になると、この問題を徹底的に研究し、簡体字表を整理する作業を行うため、文字改革委員会が組織された。
こうした活動の結果、様々な文字改革が実施されたが、中でも最も重要なものには「ピンイン」と呼ばれる標準ローマ字記法の制定、日常で用いられる文字数の制限、及び数千に及ぶ大幅な字体の簡略化がある。一時期、漢字を廃止し、ローマ字表記を導入することが最終目標とされたが、字体簡略化が支持されたことでこの政策は廃止された。
その後、様々な簡体字表が公布されたが、その中で最もよく知られている「決定版」は1964年の簡化字総表で、これは何回かに亘って部分的に改定され再公布された。1986年に公布された最新版（簡化字総表1986）には、2244字の簡体字が収録されている。
一方台湾、香港、そして華僑達は漢字簡略化の道を進むことはしなかった。特に台湾は、繁体字をかなり忠実に堅持している。台湾の教育部は様々な文字表を公布しており、常用国字標準字体表には、正式な字体の基準として4808字が挙げられている。
1.2　簡体中文と繁体中文
簡体中文と繁体中文に於ける最大の違いは字体にあるが、後述するように、文字セット、符号化方式及び使用語彙にも差異が存在する。
実際的な見地に立つならば、「簡体中文」という用語は、一般的に次の条件を満たす中国語文を指す。
1.
字体：簡体中文は（簡体字が存在しない場合を除き）簡体字で書かれていなければならない。 

2.
文字セット：通常、簡体中文は文字セットGB 2312-80またはその拡張版であるGBKを使用する。
3.
符号化方式：通常、簡体中文は、EUC-CNもしくは、インターネットデータ通信用のHZによって符号化されたGB 2312-80のテキストで構成される。
4.
語彙：中国大陸に於ける用法に従った語彙。
同様に、「繁体中文」という用語は、一般的に次の条件を満たす中国語文を指す。
1.
字体：繁体中文は繁体字で書かれていなければならない。
2.
文字セット：通常、繁体中文は文字セットBig Fiveを使用する。
3.
符号化方式：通常、繁体中文はBig Fiveによって符号化される。
4.
語彙：台湾または香港に於ける用法に従った語彙。
これらのうち、第一項目のみが必要条件である。「簡体字による」中文は、定義上、対応する簡体字がない場合を除き、繁体字で書くことは出来ない。同様に「繁体字による」中文は、特定の固有名詞といった若干の例外を除き、簡体字で書いてはいけない。文字セット及び符号化方式については、次の1.4で述べるように、制限がより緩やかになる。 

語彙の用法に於てもある程度のずれがある。例えば、台湾の中文に中華人民共和国式の語彙が含まれる場合もあり、また一方で、シンガポールの中文が、中華人民共和国ではなく台湾のコンピュータ用語に従っている場合もある。だが全体として、「簡体中文」及び「繁体中文」という用語は先に定義した形で用いられる。
1.3　問題の性格
中華人民共和国に於ける言語改革は、中国語の文字表記に大きな影響を与えた。中文処理の観点から見れば、下記の点が中心テーマとなる。
1.
多数の字体が、繁体字からは判別出来ない程大幅に簡略化された。例えば繁体中文「徵」と簡体中文「征」。
2.
ある簡体字が複数の繁体字に対応する場合が多く存在する（頻度は落ちるが、その逆もある）。例えば、簡体中文「征」は繁体中文「徵」及び「征」に対応する。通常は、前後関係によって何れか片方だけが正しいものとなる。
3.
ある簡体字が複数の繁体字に対応し、前後関係によって、そのどれもが正しい場合もある。
4. 簡体中文に使用されるGB 2312-80規格は、繁体中文に使用されるBig Five規格と互 換性がないため、その結果双方に存在しない文字が数多く生じる。
上記の2.は簡繁間変換に於ける中核的な問題であり、本論に於ける中心課題である。こうした議論に於ける「古典的」な例は、繁体字の「發」及び「髮」である。これらの字は字源的に異なる別字であるが、同一の簡体字「发」に統合されている。下に示す表は、これらの字例、及び複数の繁体字に対応するその他の簡体字の例である。 
表1：　簡繁間で一対多対応となる字例
	起点の 簡体字
	目標の繁体字
	  意味
	繁体中文例

	发 fā 
	發
	発する
	出發（出発する）

	发 fà
	髮
	髪の毛
	頭髮（頭髪）

	干 gān
	乾
	乾いた
	乾燥（乾燥）

	干 gàn
	幹
	幹
	精幹（実行力のある）

	干 gān
	干
	邪魔する
	干渉（干渉する）

	干 gàn
	榦
	　木の幹
	楨榦（幹部）

	面 miàn
	麵
	麺
	湯麵（汁うどん）

	面 miàn
	面
	顔
	面具（マスク）

	后 hòu
	後
	後
	後天（明後日）

	后 hòu
	后
	皇后
	王后（皇后）


このように、これら簡体字を対応する繁体字に正しく変換出来るかどうかは、その前後関係（通常その字が出現する単語）に依存している。多くの場合、単にある符号位置を他の符号位置に対応させるだけでは変換は不可能であり、単語のような、より大きな言語単位に依拠しなければならない。
これ以外にも複数の繁体字に対応する簡体字は何百も存在しており、前後関係に依存した多義的な一対多対応関係となっている。本論では、こうした対応関係を「多字的」と呼ぶ。それは、ある簡体字が複数の繁体字に、また、ある繁体字が複数の簡体字に対応するという関係が成り立つためである。
1.4　文字セットと符号化方式
本論の狙いは、漢字文字セット及び符号化方式を詳説することではない。こうした解説は、ケン・ランディ（小林劍）による優れた著作『CJKV Information Processing』（Lunde　1999）に記載されている。本論では、より高次の言語学的問題を扱うことを目的としているため、本項に於ては、要点を概説するに留める。
簡体中文は一般的にGB 2312-80 （GB0）文字セット、もしくはその拡張版であるGKBを使用しており、通常はEUC-CNで符号化されている。しばしばインターネットによるデータ通信用として、HZまたはその前身であるzWによって符号化される。繁体中文は一般的にBig Fiveか、頻度は落ちるものの台湾のCNS 11643-1992（Chinese National Standard）文字セットに依拠したEUC-TWによって符号化される。
日本では、JIS X 0208:1997文字セット及びその拡張セットにより、一部のワープロで中文を扱えるようになっている。同様に、韓国の文字セットであるKS X 1001:1992に於ても中文を符号化することが可能である。しかし、何れの場合にも、一般的な中文を表記するに足る数の繁体字もしくは簡体字を使うことは出来ない。他にも、中文を符号化する文字セットにはCCCII（古い台湾の規格で、現在でも使用されている）等があり、状況を更に複雑にしている。
簡繁間コード変換の観点からすれば、一つの大きな問題は、GB 2312-80がBig Fiveと互換性を持っていないという点である。前者には6763字が、後者には13,053字が収録されているが、GB 2312-80のうち、おおよそ1/3がBig Fiveに収録されていない簡体字である。この結果、下記の表に示すように、双方の側に於て数多くの欠字が生じることになる。
表2：　GBとBig Five間のずれ
	漢字
	GB0 (EUC)
	Big Five
	Unicode

	頭
	*
	C059
	982D

	發
	*
	B56F 
	767C

	計
	*
	AD70
	8A08

	头
	CDB7
	*
	5934

	发
	B7A2
	*
	53D1

	计
	BCC6
	*
	8BA1

	干
	B8C9
	A47A
	5E72

	里
	C0EF
	A8BD
	91CC


簡繁間変換に於ける問題点は、GB 2312-80やBig Fiveといった文字セットに限ったことではない。実際、Big Fiveは繁体字の下位セットだけを包摂しているのに対し、意外なことにGB 2312-80は、下記の表に示した簡体字を含んでいないのである。
表3：　GBとBig Fiveに存在しない簡繁対応例
	簡体中文Unicode
	変換前の

簡体中文
	目標の

繁体中文
	繁体中文Unicode

	7EBB
	纻
	紵
	7D35

	8BEA
	诪
	譸
	8B78

	8D51
	赑
	贔
	8D14

	94D4
	铔
	錏
	930F

	9613
	阓
	闠
	95E0

	98CF
	飏
	颺
	98BA

	9978
	饸
	餄
	9904

	9A89
	骉
	驫
	9A6B

	9C97
	鲗
	鰂
	9C02

	9E40
	鹀
	鵐
	9D50


国際標準規格ISO-2022:1994（ISO 1994）は、エスケープシーケンスを利用して文字セットを切り替える「混同型」の符号化方式を定めることで、これらの非互換性問題を解決しようとしたが、完全な解決には至らなかった。
国際文字セットUnicode/ISO 10646（Unicode 1996）の登場により、簡繁間コード変換に纏わる問題の多くは解決された。ユニコード対応型システムを使えば、Big Five及びGB 2312-80の全符号位置を表現し、これらを同一文書内に混在表示することが可能である。それはユニコードがこれら両規格の上位セットとなっているためである。これにより、符号位置レベルに於ける簡繁間変換は大幅に簡素化される。例えば、「多数の漢字が現行版から除外されている」点等（Meyer 1998）、今尚解決を要する問題が若干存在するものの、ユニコードはBig FiveとGB 2312-80文字セットの非互換性に起因する問題を実質上解決している。
2.　四つの変換レベル
簡繁間自動変換処理には、（程度こそ下がるが、繁簡間変換も含め）複雑な問題と盲点が数多く潜んでいる。この変換処理は、無数の誤変換が生じる「簡易式コード変換」から、意味的・統語的文脈を考慮し、ほぼ完全な結果を目指す緻密な方式に至るまで、精緻度の低いものから四つのレベルで実現することが出来る。これら各レベルを以下に示す。
表4：　四つの変換レベル
	レベル1
	コード
	　　　字対字、コードに基づく置換

	レベル2
	表記
	　　　語対語、字（文字）に基づく変換

	レベル3
	語彙素
	　　　語対語、語彙に基づく変換

	レベル4
	文脈
	　　　語対語、文脈に基づく翻訳


2.1　レベル1：コード変換方式
2.1.1　基本概念
最も単純にして、信頼性が最も低い簡繁間相互変換は、符号位置対符号位置による変換方式である。つまり、具体的データに基づいた一対一対応表の中で、変換前の符号位置を検索することにより、ある文字セットに於ける変換前の符号位置（例えば簡体字「国」を表わすGB 2312-80（EUC）の0xB9FA）を、別の文字セットの目標符号位置（例えば「國」を表わすBig Fiveの0xB0EA）に置き換える簡易式置換を行う。
この種の変換は、変換処理の対象となる単位が単一の符号位置に限られており、コードに基づいた文字対文字置換であることから、「コード変換方式」と呼ばれる。つまり、テキストの文字列はより高度な言語単位に分節されず、単に複数バイト文字単体のコード値の羅列として扱われる。以下に一対一コード対応表の例を示す。
表5：　コード対応表
	変換前の簡体字
	GB0（EUC）
	目標の繁体字
	Big Five
	省略候補

	出
	B3F6
	出
	A558
	齣

	发
	B7A2
	發
	B56F
	髮

	干
	B8C9
	幹
	A47A
	乾 干 榦

	暗
	B0B5
	暗
	B774
	闇

	里
	C0EF
	裡
	B8CC
	里 裏

	征
	D5F7
	徵
	BC78
	征

	门
	C3C5
	門
	AAF9
	

	汤
	CCC0
	湯
	B4F6
	


こうした対応表では、各字が目標となる単一字に対応しているため、その他の候補字は無視される（「省略候補」の欄を参照）。その結果、誤変換が頻繁に起こることになる。
例えば「頭髪」を表わす簡体字の「头发」は、一つの単位として扱われず、一字ごとに変換される。簡体文字列「头」は繁体字の「頭」にのみ対応するので、この変換は成功するが、「髪」を表わす簡体字「发」は、「髪」を表わす繁体字「髮」及び「発する」を表わす「發」に対応するため、この変換は失敗する可能性がある。例えば、対応表が「发」を「發」に対応させたために「頭發」（頭+発する）という意味をなさない結果が現れる、ということが起こりがちである。一方、もし対応表が「发」を「髮」に対応させると、「头发」は正しく「頭髮」に変換されるが、他の日常的な単語、例えば簡体中文「出发」（出発する）は、意味の通らない「出髮」（出る+髪）に変換されてしまう。
ある複合語の一要素が複数の漢字に対応している場合（多字的複合語）、これらの問題はさらに悪化する。というのも、下記の表に示すように、組み合わせの数が幾何学的に増加するからである。
表6：　簡繁多字体複合語
	変換前の簡体中文
	　意味
	正しい繁体中文
	他の繁体中文候補

	特征
	特徴
	特徵
	特征

	出发
	出発する
	出發
	出髮 齣髮 齣發

	干燥
	乾燥した
	乾燥
	干燥 幹燥 榦燥

	暗里
	ひそかに
	暗裡
	暗里 闇里 闇裡 暗裏 闇裏

	千里
	 千里
	千里
	韆里 千裡 韆裡 千裏 韆裏

	秋千
	ブランコ
	鞦韆
	秋千 秋韆 鞦千


当然のことながら、幾つかの選択候補がある場合、一対一対応コード変換プログラムでは、誤った組み合わせが出力される可能性が高くなる。コード変換だけでは正しい結果を期待出来ないので、通常、人間によるかなりの手作業が必要となる。
2.1.2　変換処理
コード変換は、精緻度の低いものから順に次の三つの方法によって実現することが出来る。
1.
簡易式変換：これは一対一対応表に基づいたシステムを指す。この中では特に使用頻度を考慮せずに選択された複数候補の一つが目標符号位置となる。簡易式変換は、満足し難い結果になることが度々あり、手作業による後編集にかなりの労力を要する。残念ながら、多くの変換ユーティリティーがこの方式を採っている。唯一の利点は、手軽に廉価で実現出来ることである。
2.
頻度に基づく変換：一対一対応表に基づいたシステムを指し、この中では、使用頻度順に並んだ候補リストの内の第一候補が目標の符号位置となる。表5（2.1.1.）は頻度に基づいた対応表の例である。
この方式では、正しい結果が得られることも多いが、複数ある目標対象項目の中の第二候補（または第三候補）が、それ自体が使用頻度の高いものだと、誤変換が起こる可能性が高い。例えば「发」がその例で、これは繁体字の「發」と「髮」に対応する。
我々は、頻度方式によるシステムを幾つか調査してきたが、数多くの誤変換や文字欠落が生じるのを確認した。頻度方式によるコード変換プログラムを構築する上で最大の難題は、信頼出来る統計調査に依拠した、正確且つ包括的な対応表がこれまで存在しておらず、開発に際し広範に亘る調査研究が必要となることである。付録Ｃには、日中韓辭典研究所が開発した対応表と比較しながら、ある名の通った変換プログラムを用いた際に確認された誤った対応例を示す。
3.
候補に基づく変換：これは、候補字が使用頻度順に配列された一対多対応表に基づく方式を指す。一対多の対応関係では、ユーザーインタフェイス（UI）によって対話型形式、或いは角括弧内のリストによって、ユーザーに候補リストが提示される。
幾つかの名の通った中国語電子辞書及びワープロは、繁簡間変換をサポートしていると謳っているが、簡易変換方式に基づいているように思われる。一部の中文入力システムは1.と2.を組み合わせた方式を採用している。3.の方式は、我々が独自に開発したコード変換プログラムの一つであるが、こうしたものはほとんど目にすることはない。
要約すると、コード変換は次のような欠陥を持つ。
1.
簡易式変換として実現すると、通常は満足な結果が得られない。
2.
知的レベルを上げて実現しても（上記の2.と3.の方式）、候補選択や後編集の形でかなりの人的労力を介在させる必要が生じる。
3.
コード変換は使用語彙の違いを全く無視している（後述）。
2.2　レベル2：表記変換方式
2.2.1　基本概念
簡繁間変換に於ける次の精緻化レベルは、字（文字）に基づく語対語の変換方式である。本論ではこれを「表記変換方式」と呼ぶ。これは変換処理の対象となる単位が、「表記上の単位」から構成されているためである。つまりこの単位とは、辞書や対応表に於て独立項目として立てられる漢字、または特定の意味を持つ漢字の組み合わせである。
本論では、これらを「語彙単位」と呼ぶ。語彙単位とは、単漢字語（自由形態素）、接辞（拘束形態素）のような造語要素、複数漢字による複合語（自由または拘束形式）、更に慣用句のようなより大きな単位等の、意味を有する言語単位を指す。本論では混同が起らない個所では、「語彙単位」という用語を簡潔に「単語」と置き換える場合がある。
2.2.2　変換処理
表記変換方式は、語彙単位に基づき、次の四つの段階で実行される。
1.
変換対象の文または句を語彙単位に分割する。
2.
表記（語彙単位）対応表に於て語彙単位を検索する。
3.
目標の語彙単位を生成する。
4.
対象となる符号化方式で、目標の語彙単位を出力する。
例えば、「梳头发」[shū tóufa]（髪を梳かす）という簡体中文は、まず「梳」（「梳かす」を意味する単漢字の自由形態素）と「头发」（「髪」を意味する二字の自由形態素）に分割され、それぞれ対応表の中で検索され、対象文字列の「梳頭髮」に変換される。重要なのは、「头发」が分解されず、単独の語彙単位として扱われる点である。（実際、この例は「梳頭」（髪を梳かす）もまた歴とした語彙単位であるという理由から、更に複雑になっている）
下記の表は、表記（語彙単位）対応表の例である。付録Ｂに更に詳細な表を示した。
表7：　表記対応表
	簡体字語彙単位
	繁体字語彙単位
	ピンイン
	意味

	头发
	頭髮
	tóufa
	頭髪

	特征
	特徵
	tèzhēng
	特徴

	出发
	出發
	chūfā
	出発する

	干燥
	乾燥
	gānzào
	乾いた

	暗里
	暗裡
	ànlĭ 
	こっそりと

	千里
	千里
	qiānlĭ 
	遠距離

	秋千
	鞦韆
	qiūqiān
	ブランコ


重要なのは、コード変換方式でも表記変換方式でも、起点語句と変換結果との間には「表記対応関係」が成立しなければならない、という点である。つまり、起点字と目標字は、本来同一の語彙素から生じた表記上の差異に過ぎないのである（後述の2.3.1を参照）。従って、各起点漢字が各目標漢字と同一であるか、または両者に厳密な一対一の対応関係が成立していなければならない。
例えば、簡体中文「计算机」（jìsuànjī）を繁体中文「計算機」（コンピュータ）に変換する場合、「计」は「計」に、「算」は「算」に（同一字形）、そして「机」は「機」に一意対応する。この場合、語彙素変換方式（レベル3）で行われるような、簡体中文「计算机」から繁体中文「電腦」（diànnăo）への「翻訳」は行われない。
2.3　レベル3：語彙素変換方式
2.3.1　基本概念
表記変換方式は、簡体中文「头发」と繁体中文「頭髮」のように、起点語句と目標語句の間に表記対応関係が成立すれば、ほぼ正しく行われる。しかし困ったことに、台湾、香港、及び中華人民共和国は、時として独自に新しい技術用語を作り出してきた。そのため、同一の概念に対し簡体中文と繁体中文で全く異なる語彙が使われるという結果が生じた。恐らくこうした例の中で最も知られているものは「コンピュータ」であろう。これは通常、簡体中文では「计算机」（jìsuànjī）、また繁体中文では「電脳」（diànnăo）と表記される。
簡繁間変換に於ける次の精緻化レベルは、これらの差異を考慮に入れ、一方からもう一方へ「翻訳」する方式で、語彙素に基づく語対語の変換方式である。このように、変換処理の対象となる単位が意味単位、即ち語彙素から構成される方式を「語彙素変換方式」と呼ぶ。
「語彙素」は、単漢字語、接辞また複合語といった語彙の基本単位である。本論に於ては、慣用句のようなより大きな単位も含む。事実上、表記変換方式で用いられる語彙単位と変わらないが、ここでは変換処理の意味的性質を明示するために「語彙素」という用語を用いる。
ある意味に於て、一つの語彙素を別の語彙素に変換することは、二つの言語間で翻訳を行うことと似ているが、本論ではこれを「翻訳」ではなく「語彙素変換」と呼ぶ。それは、同一の標準言語に於ける、緊密な関係を持つ語句の変種に限定されており、（通常の二言語間翻訳で行われる）語順の変更は一切行わないからである。
2.3.2　変換処理
では簡体文字列「信息处理」[xìnxī chŭlĭ]（情報処理）を例に取ってみよう。これはまず語彙素「信息」及び「处理」に分節され、それぞれ語彙素対応表の中で検索された後、目標文字列「資訊處理」[zīxùn chŭlĭ]に変換される。
重要なのは、「信息」及び「資訊」の間には表記的対応関係が成立しないという点で、これらは各々が独自の語彙素であり、単なる同一語彙素の異表記ではない。これは米語の‘gasoline’と英語の‘petrol’の違いと少なからず似ている。
一方、「处理」と「處理」は同じ語彙素の異表記であり、その違いは、米語の‘color’と英語の‘colour’の違いに喩えることが出来よう。だが英語と中国語の表記法は根本的に異なるため、この英語の喩えを額面通りに捉えることは出来ない。
語彙素変換方式は表記変換方式と似ているが、二つの重要な点に於て異なる。
1.
対応表は、使用語彙の違いが存在する場合、意味レベルに於て一つの語彙素を別の語彙素に対応させなければならない。例えば、簡体中文「计算机」は、繁体中文に於て表記上該当する「計算機」ではなく、語彙素「電腦」に対応しなければならない。
2.
分節アルゴリズムには、固有名詞を判定するに足るだけの精緻度が必要である。これは目標漢字の選択が、その語彙素が固有名詞であるかどうかに依存する可能性があるからである。（後述の2.3.3を参照）
以下に語彙素対応表の例を示す。
表8：　語彙素対応表
	日本語
	簡体中文

  語彙素
	簡体中文

ピンイン
	繁体中文

  語彙素
	繁体中文

ピンイン

	ビット
	位
	wèi
	位元
	wèiyuán

	バイト
	字节
	zìjié
	位元組
	wèiyuánzŭ 

	CD-ROM
	光盘
	guāngpán
	光碟
	guāngdié

	コンピュータ
	计算机
	jìsuànjī
	電腦
	diànnăo

	データベース
	数据库
	shùjùkù
	資料庫
	zīliàokù

	ファイル
	文件
	wénjiàn
	檔案
	dàng’àn

	情報
	信息
	xìnxī
	資訊
	zīxùn

	インターネット
	因特网
	yīntèwăng
	網際網路
	wăngjì-wănglù

	ソフトウェア
	软件
	ruănjiàn
	軟體
	ruăntĭ 

	週間
	星期
	xīngqī
	禮拜
	lĭbaì 


このように、上記の対応表では、簡繁中文共、各語彙素の意味内容を相互に対応させており、この点からすれば、二ヶ国用語集と構造的に同一である。
2.3.3　固有名詞
語彙素変換方式に於ける別の側面として、固有名詞の扱いがある。簡体中文から繁体中文、もしくはその逆方向に於ける固有名詞の変換では、分節処理及び対応表作成の両面に於て特殊な問題が生じる。主な問題点は、多くの（中国から見た）外来固有名詞に（また一部の中国の固有名詞にも）、表記的対応関係が成立しないという点である。このような場合、コード変換方式、表記変換方式共に誤変換となる。
固有名詞変換に於ける主要な問題は次の点である。
1.
分節：分節アルゴリズムは、固有名詞を判定するに足る精緻度がなければならない。これは目標漢字の選択が、その語彙素が固有名詞であるかどうかに依存する可能性があるからである。.

2.
外来固有名詞：一部の外来固有名詞について、繁体中文と簡体中文では使う漢字が異なる。例えば、‘Kennedy’の訳語である簡体中文の「肯尼迪」[kĕnnídí]は、繁体中文の「甘迺迪」[gānnăidí]に対応する。「肯」及び「尼」が表記上「甘」及び「迺」に対応していない点に注意されたい。
3.
二次元対応関係：起点字を、一般語と固有名詞という二次元に亘って目標字に対応させなければならない場合もある。例えば簡体中文「周」は一般語としては繁体中文の「周」または「週」（または「賙」）に対応するが、固有名詞としては「周」のみに対応する、というような場合である。
表記的対応関係のない非中国系人名の対応表例を下に示す。
表9：　外来固有名詞の語彙素対応表
	日本語
	変換前の簡体中文
	正しい繁体中文
	  誤った繁体中文

	ベルリンの壁
	柏林墙
	柏林圍牆
	柏林牆

	チャド
	乍得
	查德
	乍得

	ジョージア
	佐治亚
	喬治亞
	佐治亞

	ケネディ
	肯尼迪
	甘迺迪
	肯尼迪

	ウィスコンシン
	威士康星
	威士康辛
	威士康星


他にもこの種類の例は数多くある。これらの違いは、それ自体極めて興味深いだけでなく、実際上の問題も引き起こす。つまりコード及び表記による変換はこれらの違いを無視するため、上記の「誤った繁体中文」の欄に示したような、誤った結果になる。
下記の例は、上記3.で解説した二次元対応関係である。
表10：　二次元対応関係
	変換前の簡体字
	ピンイン
	人名としての繁体字
	語としての 繁体字

	周
	zhōu
	周
	周 週 賙

	发
	fā
	發
	發 髮

	才
	cái
	才
	才 纔


これは、簡体中文「发」が人名として使われている場合には、必ず繁体中文の「發」に変換されなければならず、繁体中文の「髮」に変換されてはならないということである。これは極めて難しい課題である。分節プログラムが、対象となる語句が固有名詞か一般語かを判別する能力を持たなければならないからである。これは、それ自体で一つの論文に相当するような複雑な問題である。
2.4　レベル4：文脈変換方式
2.4.1　基本概念
簡繁間変換に於て精緻度が最も高いものは、文脈に基づく語対語の翻訳である。複数の目標語彙素に対応した、曖昧で多義的な語彙素を正しく変換するために、意味的及び統語的文脈を分析しなければならないため、本論ではこれを「文脈変換方式」と呼ぶ。
これまで見てきたように、表記変換方式は、単独のコード位置ではなく語彙単位を処理する点で、コード変換方式よりも大きな利点がある。このため、例えば簡体中文「特征」[tèzhēng]（特徴）は、（誤った「特征」ではなく）繁体中文の「特徵」に正しく変換される。同様に、語彙素変換方式は語彙素を対象とする。例えば、簡体中文の「光盘」[guāngpán]（CD-ROM）は、語彙素として対応する繁体中文「光碟」[guāngdié]に変換され、表記上では対応するが誤った「光盤」には変換されない。
大抵の場合はこれでほぼ正しく変換されるが、簡体中文の多義的な語彙素が、繁体中文の複数の語彙素に対応し、意味的文脈によってその内のどれもが正しいものとなる、という特殊な場合も存在する。我々はこれらを「多義の多字的複合語」と呼ぶ。
簡体中文の多義的複合語が一対多対応を示すことは、表記レベルと語彙素レベルの何れにも見られる。簡体中文「文件」[wénjiàn]はこの例に該当する。「文書」という意味なら、これはそれ自身、即ち繁体中文の「文件」に対応するが、「データファイル」という意味になると、繁体中文の「檔案」[dàng’àn]に対応するのである。これは繁簡の方向でも起りうる。例えば、繁体中文の「資料」[zīliào]は、「資料」という意味であれば簡体中文の「资料」に対応するが、「データ」の意味では簡体中文の「数据」[shùjù]に対応する。
2.4.2　変換処理
我々の知る限り、多義の多字的複合語を自動変換する変換プログラムは存在しない。これには二言語間機械翻訳に用いられるのと同じような精緻な技術が要求される。こうしたシステムでは、テキストを語句に分割してその統語的機能を検出し、句を語彙素に分割してその品詞を判定し、意味分析を行うことによって、多義の多字的複合語のどの意味が用いられているかを定めなければならない。
現在日中韓辭典研究所は、この難題を解決する「擬似文脈型」変換方式を開発中である。これは統語的・意味的分析は行わないものの、ユーザとの対話を用いた準自動処理によって、高い精度を実現することを目指している。この目的のため、我々は
1.
多義の多字的複合語について一対多対応関係のデータベースを構築すると共に、
2.
ユーザが候補一覧から手作業で選択できるユーザインタフェイスを開発している。
下記の例は、表記レベル及び語彙素レベルの双方に於て多義性を持つ、多字的複合語の対応表である。
表11：　多義の多字的複合語
	変換前の簡体中文
	繁体中文候補１
	繁体中文候補２

	编制
	編制（編制、編成）
	編製（編む）

	制作
	制作（制作－音楽等）
	製作（製作）

	白干
	白幹（無駄骨を折る）
	白干（パイカル酒）

	阴干
	陰乾（陰干しする）
	陰干（偶数）

	文件
	檔案（データファイル）
	文件（文書）


2.4.3　究極的な変換プログラム
我々の最終目標は、ほぼ完全に近い変換精度を実現した文脈変換方式の開発である。このような変換方式は、何を置いても次の要件が求められる。
1.
統語・意味分析に基づき高度の分節を行う。
2.
固有名詞とその他の品詞を判定する。
3.
包括的で、頻度に依拠した一対多コード対応表。
4.
包括的な表記及び語彙素の一対多対応表。
5.
二次元式の一対多包括的固有名詞対応表。
6.
多義の多字的複合語を含め、多字的語彙素を自動変換する。
7.
バッチモードまたはユーザとの対話で動作する。
下記の文は、最も高い精緻度を持つ変換エンジンですら、まず混乱を来たす簡体中文の例である。
发！请发这封传真可以吗？ 发点了点头发了传真。

ねえ、ファー！このファックス送ってくれるかい？
ファーは頷くとファックスを送った。
今日最も進んだ変換プログラムでさえ、次の結果が精一杯であろう。
發！請發這封傳真可以嗎？ 發點了點頭髮了傳真。
中国語話者なら、変換プログラムが、自立語である簡体中文の「头」[tóu]（頭）と「发」[fā]（送る）を複合語「头发」[tóufa]（髪の毛）と取り違えたのを滑稽に思うだろう。理想的な変換プログラムとしては、これらの近接した自立語を認識し、さらに欲を言えば、次のような正しい文を生成出来ることが望ましい。
發！請發這封傳真可以嗎? 發點了點頭發了傳真。
皮肉なことに、簡易式コード変換プログラムは、この例については正しい結果を出す可能性が高い。しかしそれは、語彙単位を認識しないというプログラムの欠陥が招いた偶然の産物に過ぎない。この例は確かに作為的ではあるが、全く自然な中国語文であり、中国語対中国語変換に於ける盲点と複雑さを如実に表わしている。
3.　考察と分析
3.1　簡繁間変換の例
下記に簡繁間語彙素変換（レベル3）の例を示す。
簡体中文（普通话简体字）
根据《计算机周报》的报道，佐治亚软件研究所所长威廉肯尼迪氏和广东大学的信息处理研究所所长周东丰教授在香港举办了关于“因特网的现状”及“信息高速公路的未来”的发表会，并且对于明年两研究所将合并开发的因特网信息数据库进行了讨论。
繁体中文（臺灣的國語繁體字）
根據《電腦週報》的報導，喬治亞軟體研究所所長威廉甘迺迪氏和廣東大學的資訊處理研究所所長周東豐教授在香港舉辦了關於“網際網路的現狀”及“資訊高速公路的未來”的發表會，並且對於明年兩研究所將合併開發的網際網路資訊資料庫進行了討論。
和訳
「電脳週報」誌の報道によれば、ジョージアソフトウェア研究所所長ウィリアム・ケネディ氏は、広東大学の情報処理研究所所長、周東豊教授と共に、香港に於て「インターネットの現況」及び「情報スーパーハイウェイの将来」に関する記者会見を行った。また、来年に両研究所が共同で開発する「インターネット情報データベース」について討論を行った。
上記の一節は、簡繁間語彙素変換の例であるが、ほぼ完全な変換を実現するために克服すべき大きな難問を示す、幾つかの興味深い特徴を持っている。以降、最初の各三つのレベルを実現する変換処理に関連した様々な問題を検証する。
3.2　コード変換の問題点
まず、上記の一節が、純粋なコード変換プログラムで変換された場合にどうなるかを見てみよう。我々は、中国のある大学で開発された、名の通ったワープロソフトでこれを実行したところ、次のような（かなり不満のある）結果が得られた。
根據《[計算機]{周報}》的[報道]，[佐治亜][軟件]研究所所長威廉[肯尼迪]氏和廣東大學的[信息]處理研究所所長周{東丰}教授在香港舉辦了{關于}“[因特網]的現狀”及“[信息]高速公路的未來”的發表會，{并且}{對于}明年兩研究所將{合并}開發的[因特網][信息][數據庫]進行了討論。

上に示した短い一節には、中括弧内に示された六つの表記上の誤変換と、角括弧内に示された11の語彙素上の誤変換がある。105字の内29字、即ち約28％が誤変換なのである。取り敢えずは、（「计算机」が「計算機」に変換されているような）語彙素上の誤変換は無視することにする。下記の表は、表記上の誤変換（「繁体中文の結果」欄）、正しい繁体中文の対応語彙、そして他の可能な候補を示したものである。
表12：　簡繁間変換の結果
	変換前の簡体中文
	繁体中文の結果
	正しい繁体中文
	正誤
	他の候補

	所长
	所長
	所長
	正
	

	大学
	大學
	大學
	正
	

	香港
	香港
	香港
	正
	

	未来
	未來
	未來
	正
	

	发表
	發表
	發表
	正
	發表 髮表 發錶 髮錶

	东丰
	東丰
	東豐
	誤
	東丰

	周报
	周報
	週報
	誤
	周報 賙報

	并且
	并且
	並且
	誤
	併且 并且

	合并
	合并
	合併
	誤
	合并 合並

	关于
	關于
	關於
	誤
	關于

	对于
	對于
	對於
	誤
	對于


繁体字一字のみに対応する漢字で構成された簡体中文複合語は、繁体中文候補が一語しかないため、100％正しく変換された。簡体中文「发」（繁体中文の「發」及び「髮」に対応する）のように、多字的漢字を含む一部の複合語は、「发表」から「發表」の例のように、たまに正しく変換されることもあった。だが、その他の例では誤変換が行われることが多く、例えば簡体中文「周」（繁体中文の「周」、「週」及び「賙」に対応する）の場合、「周报」が「周報」に変換され、他の五つの例についても同様であった。
上記の分析は、コード変換の信頼性の低さを物語っている。
3.3　表記変換の問題点
簡体中文「周报」「并且」及び他の語を正しく変換出来ないという問題も、レベル２の表記変換方式を用いれば解決することが可能である。このような複合語は、分節プログラムによって語彙単位として判定された後、表記対応表の中で検索され、正しい繁体中文の対応語に一意的に変換される。
下記の表は、簡体中文の語彙単位を表記レベルに於て繁体中文の語彙単位に対応させる対応表の例である。
表13：　表記レベルに於ける対応語
	変換前の簡体中文
	目標の簡体中文
	ピンイン
	日本語

	大学
	大學
	dàxué
	大学

	举办
	举辦
	jŭbàn 
	開催

	所长
	所長
	suŏzhăng
	所長

	处理
	處理
	chŭlĭ 
	処理

	东丰
	東豐
	dōngfēng
	東豊（人名）

	周报
	週報
	zhōubào
	週刊

	并且
	並且
	bìngqiĕ 
	更に

	合并
	合併
	hébìng
	合併

	关于
	關於
	guānyú
	～について

	对于
	對於
	duìyú
	対して


このような対応表を用いることで、語彙単位レベルに於ける変換が確実に行えるようになり、一対一対応コード変換に付き物だった問題を回避することが出来る。
3.4　語彙素変換の問題点
これまで見てきたように、コード変換及び表記変換プログラムは、簡体中文「计算机」と繁体中文「電腦」の間に見られる語彙素上の違いに対応することが出来ない。それは、これらが同一概念を表わす個別の語彙素だからである。また、違う漢字を用いて音訳されている外来の固有名詞も存在する。例えば、簡体中文の「佐治亚」[zuŏzhìyà]（Georgiaの音訳）は、繁体中文の「喬治亞」[qiáozhìyà]に対応しなければならず、表記上対応する「佐治亞」に対応させてはならない。
下記の表にある「正誤」の欄に示されるように、対象とされる繁体中文の対応語と表記的対応関係が成立しない簡体中文の語彙素及び固有名詞は、全て誤変換されている。
表14：　語彙素レベルに於ける対応語
	日本語
	簡体中文

語彙素
	簡体中文

ピンイン
	繁体中文

語彙素
	繁体中文

ピンイン
	正誤

	コンピュータ
	计算机
	jìsuànjī
	電腦
	diànnăo
	誤

	データベース
	数据库
	shùjùkù
	資料庫
	zīliàokù
	誤

	ジョージア
	佐治亚
	zuŏzhìyà 
	喬治亞
	qiáozhìyà
	誤

	情報
	信息
	xīnxì
	資訊
	zīxùn
	誤

	インターネット
	因特网
	yīntèwăng
	網際網路
	wăngjì-wănglù
	誤

	ケネディ
	肯尼迪
	kĕnnídí 
	甘迺迪
	gānnăidí
	誤

	報道
	报道
	bàodào
	報導
	bàodăo
	誤

	ソフトウェア
	软件
	ruănjiàn
	軟體
	ruăntĭ 
	誤


上記の分析は、語彙素対応表を用いることが高い変換精度を達成する上で不可欠であることを示している。
3.5　繁簡変換
一対多対応の問題は、「簡繁」という方向に限ったことではない。実際、「簡繁」間変換で突き当たる困難の多くは、「繁簡」間変換にも存在する。しかし、繁簡方向の場合、表記レベルに於ける一対多対応例は遥かに少ない。
それでも我々は、下記の表に示した通り、二つの簡体字に対応した多字的な繁体字を数十例確認している。
表15：　繁簡方向に於ける一対多対応例
	変換前の繁体中文
	目標の簡体中文
	意味
	簡体中文の例

	著 zhe
	着
	介詞
	沿着

	著 zhù
	著
	著作
	著作

	乾 gān
	干
	乾いた
	干燥

	乾 qián
	乾
	父君男子
	乾坤

	徵 zhēng
	征
	遠征
	长征

	徵zhĭ
	徵
	五音の一つ
	宫商角徵羽

	於 yú
	于
	於て
	关于

	於 yú
	於
	苗字
	於先生


簡体中文「着」及び「著」に対応する繁体中文「著」のように、これらの漢字の一部は使用頻度が高く、数百の複合語の中に存在するため、繁簡変換は見かけ以上に大きな問題と言える。
留意すべき点として、繁簡方向の対応例は必ずしも逆方向でも成立するとは限らない。例えば簡体中文の「后」[hòu]（「後」または「后」）は、繁体中文の「後」[hòu]（「後」）及び「后」[hòu]（「后」）に対応するのに対し、姓を表わす繁体中文の「後」は簡体中文の「後」のみに対応する。これは、簡繁対応表を、繁簡対応表とは別に保持しなければならないということである。
3.6　問題の規模
この問題はどのくらいの規模のものなのだろうか？幾つかの統計を見てみよう。『現代、1986』のように、多くの調査では、最も使用頻度の高い簡体字2000字が、現代の簡体中文コーパスに出現する全漢字の97％を占めている。この内、ほぼ12％に当たる238の簡体字が多字的である。つまりこれらの漢字は複数の繁体字に対応するということである。これは大きな割合であり、正確な簡繁間変換を行う際の主な問題点の一つになっている。
繁体中文から簡体中文へという逆方向では、問題範囲はずっと限られてくるが、我々は１億７千万字を超す繁体字を収めたコーパス（Huang 1994）を用いて、最も使用頻度が高いBig Fiveの漢字2000字の内の約20字が、複数の簡体字に対応していることを確認している。
だがこれらの数字は問題の一端に過ぎない。というのも、こうした数字は単漢字に基づいたものだからだ。この問題の規模を正しく捉えるためには、多字的漢字を含んだ語彙単位の出現率を調べなければならない。
現在簡体・繁体各々100万を超す登録語彙項目を収録した我々の包括的中国語データベース（Halpern 1994, 1998）に基づいて行った幾つかの予備計算では、最も頻度の高い簡体中文の語彙単位97,000の内、約20,000以上が、一対多対応を引き起こす多字的漢字を最低一字含んでいることが分かった。これは21％という驚くべき割合を占める。同様の計算を簡繁対応例に対して行ったところ、最も頻度が高い繁体中文の語彙単位約87,000項目の内、約3.5％に当たる3025項目という結果が出た。こうした数字から見れば、特に簡繁方向の場合、単に一つのコード位置を別のコード位置に変換するだけでは、不満足な結果が出ることは明らかである。
使用頻度の高い、数多くの多字的漢字が、数百もしくは数千の複合語の構成要素となっていることから、（１）バイト列を意味を持つ単位（語彙単位または語彙素）に分割し、（２）文脈を分析し、複数候補の中から正しい選択肢を決定することによって一対多対応関係を絞り込まない限り、多くの場合誤った変換が行われることになる。
4.　新たな変換技術
4.1　計画の概要
1996年、日中韓各語の計算辞書学（Halpern 1994,　1998）を専門とする日中韓辭典研究所（CJKI）は、完全に近い中文間変換システムの開発を最終目標とするプロジェクトに着手した。これはかなりの人的・資金的な資本投下を要する同会の主要事業となっている。
この目的のため、我々は次の調査及び開発を行っている。
1.
中文間変換に関係するあらゆる技術的及び言語学的問題の徹底調査
2.
最初の三つの変換レベルのための簡繁対応表の作成

3. 中国語

　　語彙分節技術の開発
高水準の変換精度を実現するため、我々の対応表は、100万以上の一般語彙素、専門用語、及び固有名詞を網羅している。またこれには、ピンイン、文法情報、品詞、意味分類コードといった、その他の様々な属性も含まれる。
4.2　システム構成要素
特に我々の対応表について、変換システムの主要構成要素の概略を下記に示す。
1.
コード対応表：我々の簡繁間コード対応表は、包括的、且つ十全なものとなっている。これらはGB 2312-80及びBig Five文字セットに限定されたものではなく、ユニコードに於ける全ての符号位置をも網羅している。一対多の簡繁対応の場合、我々の繁体中文専門家班が行った数年に亘る調査と共に、１億７千万字を擁する膨大なコーパスから得られた統計に基づく頻度順によって候補が配列されている。具体例は付録Ａを参照されたい。
2.
表記対応表：数万の多字的複合語に対する正確な表記対応表を構築するには、膨大な手作業が要求される。我々の繁体中文専門家班が各字を一つ一つ検証し、再確認しながら編纂作業を行っている。具体例は付録Ｂを参照されたい。
3.
語彙素対応表：簡体中文・繁体中文間に於ける漢字の表記対応関係が存在せず、また簡繁間のずれを示した辞書が存在しない（と思われる）ことから、正確な語彙素対応表を構築することは、極めて多大な労力を要する。多字的複合語（2.4.2を参照）によって生じる他の複雑要因を考慮に入れながら、各語を個別に検証しなければならない。具体例については2.3.2を参照されたい。
4.
固有名詞対応表：特に人名及び地名といった固有名詞には、特殊な対処がなされている。中国及び外国の固有名詞の対応表には現在約180万項目が記載されている。これらの対応表は、語彙素対応表とは異なり、二次元対応が必要となるため特に複雑になる。詳細と具体例については2.3.3を参照されたい。
5.
変換エンジン：この変換システムは以下のような主要構成部を持つ変換エンジンを必要とする。（１）テキスト文字列を語彙単位に分割し、その文法的機能を決定する精緻な中国語分節システム、（２）その語彙単位を対応表の中で検索し、目標コードによる出力を生成する変換モジュール。
4.3　結語
中文間変換は、ローカライズ、翻訳、そして出版業者ばかりでなく、東アジア市場への参入を望むソフトウェア開発業者にとって益々重要になりつつある。しかし、これまで述べてきたように、この問題は複雑であり、対応表の構築と分節技術の開発には多大な労力を要する。
日中韓辭典研究所は、ソフトウェア開発業者に対して高品質の中国語語彙資源と信頼性の高い変換技術を提供出来る、独自の立場にある。これにより経費の嵩む手作業をなくし、費用を大幅に削減出来る。「完璧な変換システム」という、容易に手の届かない理想に向かって着実に歩み続けるため、我々はこの分野に於て、これからも研究・開発を続けていくであろう。
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付録
付録Ａ：　コード変換対応表
表A-１：　簡繁コード対応表
	GB0（EUC）
	変換前の簡体字
	目標の繁体字
	Big Five

	B0B5
	暗
	暗 闇
	B774 EEEE

	B2C5
	才
	才 纔
	A47E C5D7

	B3D4
	吃
	吃 喫
	A659 B3F0

	B5D6
	抵
	抵 牴 觝
	A9E8 ACBB DBD3

	B6AC
	冬
	冬 鼕
	A556 C35D

	B7E1
	丰
	豐 丰 風
	C2D7 A4A5 ADB7

	B8F6
	个
	個 箇
	ADD3 BAE7

	C0DB
	累
	累 纍
	B2D6 F5EC

	C3B9
	霉
	霉 黴
	BE60 C5F0

	CAAC
	尸
	屍 尸
	ABCD A472

	D5F7
	征
	徵 征
	BC78 A9BA

	DAD6
	谥
	諡 謚
	EBAC EEB0

	F3BD
	蠼
	蠼 蠷
	F96E F8BE


表A-２：　繁簡コード対応表
	Big Five
	変換前の繁体字
	目標の簡体字
	  GB0（EUC）

	AB5D
	侷
	局
	BED6

	ADB7
	風
	风 丰
	B7E7 B7E1

	B054
	訊
	讯
	D1B6

	B0A2
	陝
	陕
	C9C2

	B0AE
	乾
	干 乾
	B8C9 C7AC

	B16A
	強
	强
	C7BF

	B3CA
	傘
	伞
	C9A1

	B3F2
	圍
	围
	CEA7

	B6C4
	傭
	佣
	D3B6

	BAE0
	箋
	笺
	BCE3

	BBB1
	跼
	局
	BED6

	BC78
	徵
	征 徵
	D5F7 E1E7

	BECA
	彊
	强
	C7BF

	BFFD
	錄
	录
	C2BC


付録Ｂ
表B：　表記変換対応表
	変換前の簡体中文
	目標の繁体中文

	暗杀
	暗殺

	暗码
	暗碼

	暗里
	暗裡

	暗昧
	闇昧

	幽暗
	幽闇

	霉雨
	霉雨

	霉菌
	黴菌

	特征
	特徵

	象征
	象徵

	秋征
	鞦徵

	长征
	長征

	出征
	出征

	累进
	累進

	系累
	繫纍

	丰姿
	丰姿

	丰韵
	風韻


付録Ｃ
表C：　ある名の通った変換プログラムによる誤った対応例
	GB（EUC）
	変換前の簡体字
	誤った繁体字
	正しい繁体字

	B7E1
	丰
	丰 豐
	豐 丰 風

	C3B4
	么
	么
	麼 么

	D4C6
	云
	云 雲
	雲 云

	CAB2
	什
	什
	甚 什

	B6AC
	冬
	冬
	冬 鼕

	BCB8
	几
	几 幾
	幾 几

	BACF
	合
	合
	合 閤

	BAF3
	后
	后
	後 后

	B8B4
	复
	復 複
	復 複 覆 复

	CAAC
	尸
	尸
	屍 尸

	B8C9
	干
	干 幹
	幹 乾 干 榦

	D5F7
	征
	征
	徵 征

	B5D6
	抵
	抵
	抵 牴 觝

	BDDC
	杰
	杰 傑
	傑 杰

	B4D6
	粗
	粗
	粗 麤

	B7B6
	范
	范
	范 範

	B8B2
	覆
	覆
	覆

	C3B9
	霉
	霉
	霉 黴
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